
区分 単位 １単位

科目名 時間数 ３０時間

講師名 履修学年 ３年次

概要

学習目標

回数 授業形態

1 講義

講義6～10

症状のアセスメントとケアについて

①幻覚・妄想　②せん妄　③躁・抑うつ状態　④興奮状態

⑤拒絶的　⑥ひきこもり状態　⑦操作する患者　⑧自殺・自傷行為

⑨不眠　⑩依存状態　⑪認知症　⑫不安状態　⑬攻撃的　⑭強迫行為

⑮解離性障害　⑯摂食行動障害　⑰パニック障害

専門分野

精神臨床看護Ⅱ

非常勤講師

精神障害をもつ人への看護・援助のあり方を学び、精神障害者のおかれている状況

を知る。

保健・医療・福祉との連携を理解し、地域で生活する精神障害者の看護と暮らしの

場の拡大（ノーマライゼーション）のための援助を学ぶ。

1.精神看護における基本的な技法について理解できる。

2.入院から社会生活の継続における看護について理解できる。

3.精神症状のアセスメントから看護について理解できる。

4.精神看護の看護過程を理解し、精神科看護師の役割について知る。

5.リエゾン精神看護について理解できる。

授業内容

学習内容

1.精神科看護師の役割について

2.精神科看護における技法

①観察　②コミュニケーション　③カウンセリング　④面接　など

2～５

1.入院時の看護について

①入院形態（任意入院、医療保護入院、措置入院、応急入院）

②家族への関わり　③患者への対応について

2.入院中の看護について

①安全管理

（自殺など、暴力、誤薬、転倒・転落、誤嚥・窒息、無断離院）

②身体拘束・隔離について

③急性期～回復期、慢性期における看護

④セルフケアの援助について

3.リエゾン精神看護について

4.社会への復帰

①看護師の関わりについて　②社会資源の活用について

③家族との関わりについて

講義



11 講義

15 講義・試験

使用教科書・教材・参考書

精神看護学Ⅰ　精神保健学   ヌーヴェルヒロカワ　

精神看護学Ⅱ　精神臨床看護学   ヌーヴェルヒロカワ

学生のための精神看護学    医学書院　

成績評価の方法

筆記試験100％

備考

12～14回目は各クラスで授業を行う

まとめ（前半45分）

試験（後半45分）

看護過程について

・プロセスレコードとは

12～14

1.事例提示(①幻覚妄想状態　②感情の障害　を含む内容）

2.プロセスレコード実践

3.発表・評価

講義・演習


